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6月の
カレンダー

　『3分読んだら明日が変わる
　　大逆転のトビラ』　　　　　　　　　
　　　作：近江屋　一朗/他
　　　朝日新聞出版（９０・サ）

　　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 ６月２０日(土)
　　　　10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど　　
　　　  　出演 藤澤　薫さん　　　　

　　　　楽しい工作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
　　　　＊申し込み不要です

新着本
児童書

・あまがえる　　　　　　　　　　　　こが　ようこ

・かむんだよ　　　　　　　　　　　　小野寺　悦子

・おはなはえらい　　　　　　　　　　まど・みちお　

・ほごねこそつぎょうしき　　　　　　高橋　うらら　　　　　　　　　　　

・べんじょそうじ　　　　　　　　　　濱口　國雄/詩　

　

『わらって考える！

　イグ・ノーベル賞ずかん』　　　　　　　　　　
　　　

 　　ほるぷ出版（３７・ワ）

　

・54字の物語 未来　　　　　　　氏田　雄介　　　　　（９１・ウ）

・はじめての縄文のくらしえほん　譽田　亜紀子　　　  （２１・コ）

・まいぜんシスターズの世界の国ぐに　　　　　　　　　（２９・マ）　

・まゆとごちそう春夏秋冬　　　　富安　陽子　　　　　（９１・ト）　　　　　

・ナイチンゲールの風が吹く　　　田中　ひかる　　　　（２８・タ）

ちいさなおはなしむら
　
●日時 6月12日(金)、6月26日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所　6月１２日世代間交流室

　　　　6月２６日村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
　　　　＊申し込み不要です

　　　　　　『たべたのだあれ？（はじめて
　　　　　　　の視覚検査じゅんび絵本）』                              

　　　　　 　  作：高橋　ひとみ 
　　　　　　　合同出版（絵本・タ）

イベント
情報

図書館レイアウト変更終了しました
　　　　 
　臨時休館中はご不便をおかけしましたが、図書館事
務室のレイアウト変更が終わりました。
　新しい利用者スペースは、モニター、閲覧机、郷土
資料や新書、コミックがあります。
　ゆったり静かに読める雰囲気ですので、ぜひご利用
ください。
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図書館前の花壇
　 
　図書館前では、鮮やかな季節の
花たちが、みなさんをお出迎えし
ています。

　

　　　



５月のベストリーダー
（４月21日～５月20日）

１　カフネ　　　　　　　　　　　阿部　暁子　　　　5回

１　イン・ザ・メガチャーチ　　　朝井　リョウ　　　5回
１　さよならジャバウォック　　　伊坂　幸太郎　　　5回
１　暁星　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　　　　5回
５　マスカレード・ライフ　　　　東野　圭吾　　　　4回

５　汝、星のごとく　　　　　　　凪良　ゆう　　　　4回
５　成瀬は天下を取りにいく　　　宮島　未奈 　　　  4回　 
５　カフェーの帰り道　　　　　　嶋津　輝　　　　    4回
５　明鏡　　　　　　　　　　　　今野　敏　　　　　4回

10  青天　　　　　　　　　　　　若林　正恭　　　　3回　　　
10  俺の恋バナを聞いてくれ　　　新川　帆立　　　　3回
10  ハングマン鵜匠殺し　　　　　中山　七里　　      3回
10  ぬすびと　　　　　　　　　　寺地　はるな　　　3回
10  交渉人・遠野麻衣子 ハイジャック  五十嵐  貴久 　3回
10  新本所おけら長屋 5　　　　　畠山　健二　　　   3回
10  謎の香りはパンやから 2　　　土屋　うさぎ　　   ３回
10  豆は煮えたか　　　　　　　　浅井　まかて　　   ３回

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　

新着本
一般書

『夜回り猫１～１２』

   　　　深谷　かほる/著
　　　講談社（コミック７２６・フ）

　　『ハナアブハンドブック』
　　　　酒井　淳一/著
 　　文一総合出版（４８６・サ）　

児童書

　～追悼　佐藤　愛子さん～
　

　長編「血脈」などの自伝的な小説や、エッセー「九十歳、何がめでたい」などで波乱に富
んだ人生をユーモラスに描いた作家、佐藤愛子さんが4月29日、102歳で亡くなりました。
　今月は、歯に衣着せぬ物言いや人生を笑いとばす文章で親しまれ、数多くの作品を残され
た佐藤愛子さんの本を紹介します。

一般書

　〈絵　本〉
１　いちにちうんち　　　　　　　ふくべ　あきひろ 10回
２　いちにちどうぶつ　　　　　　ふくべ　あきひろ   9回
２　ノラネコぐんだんアイスのくに　　 工藤　ノリコ  9回

２　パンどろぼうとなぞのフランスパン 柴田　ケイコ  9回
２　いちにちおこめ　　　　   　　ふくべ　 あきひろ  9回
６　いちにちこんちゅう　　　　   ふくべ　 あきひろ  8回
６　いちにちじごく　　　　  　　 ふくべ    あきひろ  8回
６　ノラネコぐんだんパンこうじょう　 工藤　ノリコ  8回
６　大ピンチずかん　　　　　　　鈴木　のりたけ　　8回

〈児童書〉
１　おしりたんてい カレーなるじけん　トロル　　　  6回　　
２　スパゲッティがたべたいよう　　　 角野　栄子　  5回
２　がっこうのおばけずかん　　　　　 斉藤　洋　　  5回
２　絶叫学級 40     　　　　　　　　いしかわ　えみ  5回
５　先生！おかわり禁止ってへんじゃない 麻生 かづこ 4回　
５　名探偵コナンハイウェイの堕天使　 青山　剛昌  　4回　　　

　

　　　　　　　　　
　　　　　『面白すぎる地理の話』
       　　　　　瀧波　一誠/著

　　　　産業編集センター（２９０・タ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・猫々の後宮謎解き手帳 薬屋のひとりごと １～１２
　　　　　　　　　　　　　　　日向　夏（コミック７２６・ヒ）
・食堂巡礼　　　　　　　　　　小川　糸（５９６・オ）
・キングダム ７９　　　　　　  原　泰久（コミック７２６．ハ）
・図解でわかる高齢者の病気と症状　清水　奈緒美（４９３・シ）
・疲れたり、好きなことがなかったりする夜に
　　　　　　　　　　　　　　　クルベウ（９２９・ク）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

『僕とおそろいのめがねです』
　　　　　

※こちらのコーナーで、　
　おすすめ本や絵本にまつわ
るエピソードを紹介してくだ
さる方を募集しています。

　職員にお気軽にお声がけく
ださい。

『めがねこ』
柴田ケイコ　手紙社　　　　

『血脈　上』
　佐藤　愛子
　（文藝春秋）

・空き家と移住　　　　　　 垣谷　美雨（９１３・カ）　  
・コズミックガール 宙わたる教室
　　　　　　　　　　　　　 伊与原　新（９１３・イ）
・夕闇通り商店街シリーズ　 栗栖　ひよ子(文庫913・ク）
・月夜行路　　　　　　　　 秋吉　理香子(文庫913・ア）
・小さな故意の物語　　　 　東野　圭吾　(文庫913・ヒ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
保護者の方の

おすすめ一般書

　掃除をしていたら、めがねを見つけた。10年以上前に買ったものだ。東京に住んでいた頃、めがね屋さんに通っていた。そこの
店員さんの接客が押し付けがましくなくて、本当に心地良かった。買わなくても、嫌な顔ひとつせず、話をしてくれた。スクエア型
のめがねが良く似合う、笑顔の柔らかい人だった。その人とのやりとりが好きだった。その人のこともきっと好きだった。

　ある時、飼い犬にめがねをかまれ、歯型の付いためがねでめがね屋さんに行った。今思えば、犬が噛むくらい汚いめがねなんて恥
ずべきことなのに、その店員さんには、かまれたことを包み隠さず話してしまった。そしたら、優しい顔を曇らせ、「それは大変で
したね」と言葉をかけ、微笑んでくれた。その後、２本のめがねでものすごく迷って、何度も何度も、こっちをかけ、あっちをかけ
していたら、その方が片方のめがねを指し、「それ、僕とおそろいのめがねです」と言った。急に、胸が熱くなって、店員さんの顔
が見られなくなった。数秒後に「じゃあこちらを」とおそろいの方を差し出して、迷いに迷った私のめがね選びは終わった。手続を
してくれている店員さんの顔を見たら、確かに同じめがねだった。

　その後、本当にその人のことを好きになりそうになって、お店に行くのを控えていた。とある日、駅前の人混みの中でばったりそ
の人に会った。あいさつを交わすのが精一杯で、もじもじしていたら、「最近、来てくれませんね…」と優しい顔が曇った。ドキド
キしてぶっ倒れそうになった。「あ。ちょっと忙しくて。でも、また伺います」と、やっとのことで絞り出して、お互いに微笑んで、
別れた。息が止まるかと思った。その後、私は本当に忙しくなって、その街から引っ越した。

　あの方は、今もあのめがねをかけているだろうか。めがねこみたいにラウンド型のめがねをかけているだろうか。めがねこみたい
に誰かのことを幸せにしているだろうか。
　私は今日もめがねをかけている。十数年の時を経ても、思い出とめがねが変わらずにここにある。
                                                                                 　　　　　　　　　ペンネーム　古羽　谷史（ふるはね　やし）さん


